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ESG地域金融実践ガイドの読み方と本概要版の目的

ESG地域金融は金融機関の経営層～現場の職員まで関わるものであるが、それぞれに担うべき役割は異なる。
そこで、ESG地域金融実践ガイドは目的に応じてどこからでも読み始めることができる構成になっており、

各自の目的に応じて読み始める章を変えることが可能である。
以下に示す、各章の内容と想定される読者を参照いただき、関心のある箇所から読んでいただきたい。

なお、本概要版は各パートのエッセンスをコンパクトにまとめたものである。

ESG地域金融の概要と目的(経営陣向けサマリー)
地域社会を取り巻く課題や環境変化に触れながら、ESG
地域金融実践の必要性や経営として考慮すべき点を解説。

 ESG地域金融を経営課題として検討している経営者
 ESG地域金融実践の意義を知りたい読者

ESG地域金融の実践内容の概要(実務者向けサマリー)
ESG地域金融を実践する際の基本的な考えを中心に実
践方法として想定される3つのアプローチに共通して重要な
項目を解説。

 ESG地域金融の取組を検討する立場（経営企画部等）の読
者

 ESG地域金融の取組をはじめて検討しており、取組の全体像を
簡潔に知りたい読者

アプローチ別の実践内容
アプローチ１・２・３それぞれの実施手順と留意すべきポイン
トを参考例とともに解説。

 具体的にESG地域金融の取組を検討している現場職員
 ESG地域金融に取組むにあたりより詳細な実施方法を知りたい

読者

詳細事例
地域社会が直面する課題に対して、本ガイドで紹介するア
プローチを踏まえ、4つの事例を紹介。アプローチ間の有機的
な結合についても図示。

 まずは理論よりESG地域金融の実践でどのような取組が行われ
ているのか具体的に知りたい読者

 各アプローチの実践内容を理解したうえで、実際のアウトプットを
みてみたい読者

概要 想定される読み手



アプローチ別実務者向けサマリー経営陣向けサマリー

経営陣向けサマリー：まとめ

第１章 ESG地域金融の概要と目的（経営陣向けサマリー）

地域金融機関に求められる事項や、ESG地域金融を実践するにあたって経営として考慮すべき事項を解説する

ESG地域金融とは

地域金融機関の地域における役割と、ESG地域金融を実践す
ることで目指すものやESG地域金融によるメリットを説明。

ESG地域金融の本質

持続可能な社会の実現に向けた環境変化

地域が直面するは国内外共通の課題とともに変化しており、時
間軸が追加され、課題解決の期限が設定されたことを説明。

経営者に求められる事項

ESG地域金融を経営課題とし、経営方針・戦略を策定する際
や体制構築を行う際のポイントを説明。

まとめ｜持続可能な地域の実現に向けて

地域金融機関の地域における役割と、ESG地域金融を実践す
ることで目指すものやESG地域金融によるメリットを説明。

地域社会を取り巻く課題の変化

経営方針・戦略の策定において考慮すべき4つの要素 持続可能な地域の実現に向けて

詳細事例説明

地域資源の把握・理解

長期的な到達点の策定と共有

多様なステークホルダーと連携

バックキャスティングとインパクト

地域経済の縮小・コミュニティ消
滅の危機

ESG地域金融
の実践

「地域循環共生圏」の構築で活
気づく地域社会・発展する地域

経済

するしない

地域の環境・社会的課題によって生じる企業の
ESGリスクや機会を考慮

ESG要素に着目し地域企業の価値を発掘・支援

「地域循環共生圏」の構築

トップの理解と積極的な関与

本質
Covid-19

気候変動

自然資本の劣化

基幹産業の衰退

高齢化

インフラの劣化

影響

20502030 期限が設定された

カーボンニュートラル
実現

持続可能な社会の実現に向け恒常的に対応を実施

脱炭素社会への移行



アプローチ別実務者向けサマリー経営陣向けサマリー

実務者向けサマリー：まとめ

第２章 ESG地域金融の実践内容の概要(実務者向けサマリー)

ESG地域金融を実践する上での基本的な考え方、想定される３つのアプローチを説明するとともに、共通して重要な
項目および目指す姿を解説する

ESG地域金融の実践における基本的な考え方

ESG地域金融を実践する際には取組が与える影響を考慮し、
影響が全体としてポジティブとなるように考慮する必要性を説明。

ESG地域金融の基本的な考え方

ESG地域金融の３つのアプローチ

ESG地域金融の３つのアプローチや各アプローチの関係性や目
指す取組の成果について説明。

ESG地域金融の実践における共通事項

ESG地域金融を実践するにあたり共通する４つの重要な事項
を説明。

ESG地域金融の実践において目指す姿

ESG地域金融を実践するにあたり、本部と営業店の連携し、組
織としての知見を蓄積するための仕組みについて説明。

持続可能な地域の実現に向けて

詳細事例説明

３つのアプローチ

１ 2

3 4

地域資源の持続可能な
活用に向けた価値の理解

地域の環境・社会・経済へ
のポジティブインパクトの創出

バリューチェーンと対象産業
/企業の位置づけ把握

環境変化の把握と影響の
理解

４つの共通する重要事項

持続可能な地域の実現

企業／事業価値の向上
持続可能な

バリューチェーン構築への寄与

地域の環境・社会・経済への

ポジティブインパクトの創出

全体としてポジティブな影響

支援時に創出すべき影響

地域資源・

課題を対象

にした取組

1

主要産業を

対象にした

取組

2

個別企業を

対象にした

取組

3

地域金融機関

本部 営業店

自治体

都道府県

市町村 市町村

地域産業

地域企業 地域社会

商工会
業界団体

大学等



アプローチ別の実践内容の構成

A 概要とポイント
アプローチの目的と概要、ポイントを掲載。
次ページ以降のまとめとなっている。

B 実施手順
アプローチを実施する上で想定される事
項の手順を一覧で掲載。当該アプロー
チを実施するにあたり必要な事項を把
握できる。

C 実施事項の詳細
実施事項の詳細を複数ページにわたり
記載。ESG地域金融の実践者が行う
べき調査内容や視点を掲載。

D 組織体制
アプローチを実施するにあたり求められる
金融機関の体制構築とステークホルダー
との連携を図示し、ポイントを記載。

アプローチ別実務者向けサマリー経営陣向けサマリー 詳細事例説明

E 留意事項
アプローチを実施する上で課題となりや
すい点、留意すべき点を実施手順との
対応とともに記載。

ESG地域金融を具体的に検討する際の手引書として以下5つの項目をアプローチ別に記載した。
本部を参照することで目的に対して具体的に実施すべきことや留意事項が把握できるようになっている。



詳細事例の読み方

構成 ページの見方

対応するアプローチ：２ 主要産業の特定・・・p.64

産業構造の分析に基づく主要産業の特定

 ページに記載した内容と対応するアプローチを左端上部に記載
 アプローチの隣に本ガイド「Ⅲアプローチ別の実践内容」に記載されている実施

手順の内、該当する手順と参照先のページを記載
 例えばこれはアプローチ２の主要産業の特定における事項を記載したページで

あることを指す

 ページに記載されている内容を一文でまとめたもの

アプローチ別実務者向けサマリー経営陣向けサマリー 詳細事例紹介

地域社会が直面する課題に対して、本ガイドで紹介するアプローチを踏まえ、
ESG地域金融を実践した4つの事例について紹介をしている。

本詳細事例を参照することで同様のテーマに取組む際の参考になる他、
アプローチ別実践内容の補足としても活用できるよう、関連する実施手順を各ページに併記している。

A 取組概要とポイント
取組概要と注目すべきポイントを掲載。ガイド
策定に関与した促進事業の委員からのコメント
も読める。本ページを最初に読むことで、後段
の実施手順で注視すべき点や取組の全体像
を把握できる。

B 実施事項とアプローチの関係
促進事業を通じて行った実施事項を手順に
沿って記載。実際の事例で各アプローチをどの
ように行き来するかを図示した。

C 実施事項の詳細
実施事項の詳細を複数ページにわたり記載。
類似する取組を行う際の見本として、または同
様の取組を行う際のデータやアウトプットのリ
ソースとしての活用を想定。



令和3年度掲載事例と事例のポイントデータとして蓄積

01 地域資源を活用した
脱炭素ビジネスチャンスの獲得

北都銀行
「再エネ（風力）を軸とした地方創生に向けて
～脱炭素社会実現へのマイルストーン～」

• ポイント
北都銀行として風況が優れた海域を有している点を地域資源として特
定。洋上風力の産業化をビジネスチャンスととらえ、既存のコンソーシアム
を活用しながらステークホルダ―と連携した点。

キーワード：洋上風力・産業創出・プラットフォーム

03 産業構造の大転換に伴う
サプライヤーの事業支援方法の確立

広島銀行
「自動車関連サプライヤーに対するESG 要素を考慮した

新事業創出支援スキームの検討」
• ポイント
EV化による金融機関の取引先への影響を事前に分析したうえで、産業
構造の大転換に際して支援策を検討。今後事業転換が求められる可
能性のある事業者にたいしても転用できるプロセスを実施した点。

キーワード：自動車部品サプライヤー・EV化・脱炭素・事業転換

04 SDGs登録制度を活用した
金融機関ビジネスの創造

福岡ひびき信用金庫
「北九州市と地域民間団体との連携による
ESGを考慮した伴走型支援の仕組化」

• ポイント
既存の登録制度を金庫内の事業性評価に織り込むことで自治体が目
指す方向性と一致した形で事業者の支援プロセスを検討した。加えて組
織内での浸透を図るために金融機関の体制構築も実施した点。

キーワード：SDGs登録制度・自治体との連携・事業性評価

02 脱炭素社会へのトランジションに伴う
産業クラスターの持続性向上

玉島信用金庫
「カーボンニュートラルに向けた水島地区の2次産業の
持続可能性の検討と支援体制構築に向けた研究」

• ポイント
地域の主要産業・企業が脱炭素への移行をしていく過程で生じうる影響
をバリューチェーンだけでなく、地域経済全体への影響も踏まえて分析。
最終的に自治体や他地域金融機関との連携も見据えて支援策を検討
している点。

キーワード：脱炭素・産業構造の転換・産業クラスター・影響分析

アプローチ別実務者向けサマリー経営陣向けサマリー 詳細事例紹介




